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■ RX-77-4 GUNCANNON II

連 邦軍 は RXタ イ プモ ビル スー ツの続 行研 究 の ため .連 携 4戦 用 にの み 用途 を と どめ
た中距離 支援 型 RX‐ 77ガ ンキ ャ ノ ンをベ ー ス に して .重 装型 モ ビル ス ーツの 開 発 を
別進行 の形 を とって続行 した .ホ ワ イ トベ ー ス に配備 され た RX‐ 77‐ 2に 型 式番号 を
重 ね る RX‐ 77‐ 3は .単 独 も し くは 同型 の 部隊 編成 に よ る作戦行 動 用 と して .攻 撃 能
力 .ベ イ ロー ドが強化 されて い る。 また実弾 の連 動性 能 と 合ヽ弾能 力 を改善 し.ラ ン
ドセ ル 自体 の 出カ ア ンプに加 ぇ .行 動 力の拡 大化 か計 られ て い る .こ れ をベ ー ス に
して ビー ム キ ャノ ン装 備 型 が製作 され た。 これ が RX‐ 77‐ 4ガ ンキ ャ ノン Hた .標 準
装備 と して .マ ガ ジ ン装 て ん式 の フ ァイ アナ ンツ を持 つ .
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▲RX‐ 77‐3ガンキャノンH

▲RX‐ 77‐ 4ガンキャノンII

ジオン軍のサクによる上陸作戦以来.連
邦軍のモビルスーツ開発は.陸戦での対

モビルスーツ戦に対象を絞った事 もあっ

て.MSに 対応できるAⅣ としては ,75が

開発の第 1号 となった。それ自体はAFV

と何 ら変わる物ではな く.お よそモビル

スーツの原型と呼べる物ではなかった。

RX‐ 75の 移動力の問題を解決すべ く提唱

されたのが RX‐ 77と Rx‐ 78である.こ の

Rx‐ 77と 78は .回収されたザクに基づ く

完全な人間型である.

Rx‐ 78は接近戦用として.ま たRX‐ 77は

中距離支援用と用途は分かれているか .

コアフロックの共通性によって.全体 を

一つの多用途モ ビルスーツと呼ヽことも

てきる物であった。

実用試験のためサイ ド7べ運ばれた77タ

イブは 2機 .予備 として 1機分のバーツ

が用意されたが.母艦となる最新鋭戦艦

ホヮイ トベース級ベガサスの入港当日.

シオン′ヽ トロール部隊.3機のザクの奇

襲 を受け. 1機 を除いて消失 している.

しか しながら.連邦軍はPXタ イブモビル

スーツの続行研究のため.連携作戦用に

のみ用途 をととめた中距離支援型 RX‐ 77を

ベースにして重装型モビルスーツの開発

を別進行の形をとつて続行 した.

ホヮィ トベースに配備 された RX‐ 77‐ 2に

型式番号を連ねる Rx‐ 77‐ 3は .同型の部

隊編成による作戦行動用として攻撃能力 .

ベイ,1-卜 を強化 されている。また実弾

の連射性能と給弾能力が改善され.ラ ン

ドセル 自体の出カアップに加え.行動能

力の拡大化が許られている.イ日し.基本

設計以上の負担 により増大化する重量は

機動性に支障をきた したのは言うまでも

ない.

RX‐ 77‐ 3を ベースに若干の改良が加えら

れた RX‐ 77‐ 4が製作 されたが実戦には参

加できなかった。

連邦軍の簡易量産型モビルスーツとして

は.RX‐ 78を 基本にRGM‐ 79が製作された

が.本来の RXプ ロジエクトであるコアを

中心 としたモビルスーツの多用途変換構

想は77タ イプをさらに簡略化する事で残

っていたのである。
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《組み立てる時の注意》

0組み立てる前に説明■をよく読みましよう。

0部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれい

に切り取りましよう。

●基最にはより姜全な「泉檻選榛i」のこ検甫を

おすすめします。

●実線の矢印(‐-0)は接着するところ.点線

の美首0←・・・→は態】しないて|まめこむとこ

ろです.1饉着するところには×
`",1つ

いてしヽます。

※このキットは.フラステックモデル専用接

薔勘を前にこ月きください。

●小部品があります。誤飲・窒息の危険が |

のお子様には絶対に与えないでくださし

ありますので.3才未満

。ヽ

保護者の方へ 豚すお読みください。

●縁部が鋭い箇所がありますので.■意してください.0先端が尖っている

箇所がありますので注 意してください.● 書著勤は口の中に入れないてく

ださい。中毒の危険があります.●接着剤か日に入ったときは.すぐに大量

の水で洗い流して.医師に相談してください。●締めきつた室内では使用

じないてください。中毒の危険があります.0部品はされ tヽ に切り取つ .

切り取ったあとのクズは捨ててください。●袋を頭からかぶったり.顔 を

るつたりしないてください。壁意する恐れがあります .

△ 警 告 (けいこく)

部品図  [使用材質〕く成形品>(ステロール樹脂IPS) ●'ヵ ―ル EEIBANDAl
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消費税が含まれています.郵送料が改訂された場合 |よ新料金が適用されます。

λ

国駆墨■D
摯 it戦 士 方 ´ ,´ .

■中し込み先 (株 )バンダイロ岡相談センター

74208681:'岡 県停岡市妻区長沼5oO-12 TEL054203-7520

0部品の価格および送料|`変更する場合があつます部 品代には.

ONLY

△ 注 意 (ち ゅうい)
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●各古3品 を回のように組み立てます   ※実線の矢印は接差するところ.
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□ O①の向きに

'L意

して
組 み立 て て くだ さ tヽ .
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□ ●各部品を本体に取 り付けて ください

x腕はこの様に曲が ることを

た しかめてください.
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中の広い方を内側にして接着 して ください.武器は好きなものを接着 して ください
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園目 ★腕.脚 の関節可動
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らラン ド

セルを接

着 します.

ランドセル

☆塗 装 の 色 分 け及 びデ カー ル (マ
ー ク )を 員占る位 置 につ いて は .

附属 の 子メ カ こカル・ フ ァィル」
に表 示 して あ りますの で

=覧 く
だ さ tヽ .

●コ置四□D
'デ

カール (マ ー ク )を 貼 る ところ
の 汚 れ .油 気 を.ぬ ら した布 で
よ くヽ きと って くだ さ 、ヽ .

2貼
`,た

tヽ デ ヵ―ル をハ サ ミで切

`ブ

取 り.鮎 る とこ ろ を確 か め て
か う .水 に 5秒 -10秒 ほ どつ け
て 引 き上 げ ます .

3デ カ ール を台紙 か らず ら しな が
う貼 ります .

4や わ らか く、水 気 を よ く吸 う布
でデ カー ル をそ っ と押 え内側 の

気 泡 を押 し出 しなか ら水 分 を と
ります .

5貼 った あ とは
'カ

ール ′` 乾 くま
で きわ らな いて くだ さい。

6.テ カー ル が完 全 に乾 いた ら.も
う一 度 水 でぬ ぅ した布 でか る く
デ カ ール の部 分 をヽ い て .余 分
なの りを・｀き と ります 。

XO■のデカール

(マ ーク)を 、ここ

にはってからラン

ドセルを接着 して

ください。
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塗装とマーキングについて


